
病院図沓:館2009:29(4):208-209

報 告

近畿病院図言室協議会第７〃回研修会

日時：2009年１２月１９日（土）１０:30～１６:３０

場所：大阪ハイテクノロジー専門学校ＰＣルーム

テーマ：ＥＢＭと文献検索

プログラム

1．ネットにない情報・知識・知恵の提供

一レファレンスの現場から－

大阪大学附属図書館生命科学分館

諏訪敏幸氏

2．新しいＰｕｂＭｅｄのご紹介一講義と演習一

株式会社サンメデイア

リサーチソリューションズ

データベースサーチグルーブ

松村高雄氏

プロダクトレビュー：ProQuestのエビデン

スツールのご紹介

株式会社サンメデイアe-Port

藤田美穂氏

3．スモールグループディスカッション

ー参加者交流

テーマ：相互協力活動の未来

参加者数：３４人

今回はより良いサービスを提供するためのス

キルアップを目指して、病院図書館ではまだ十

分にできていないレファレンス・サービスの実

際を学ぶことにした。また、図書館業務には必

須のＰｕｂＭｅｄがバージョンアップしたことを受

けて、新しいＰｕｂＭｅｄを紹介していただいた。

大学図書館と病院図書館ではサービス内容が

異なってくるのは利用者の層も違うことから致

研修部

し方ないが、病院図普館におけるレファレン

ス・サービスは充実しているとは言いがたい。

しかし、利用者を必要としている盗料に導くた

めの支援は少なからず求められていることを感

じている担当者は多いのではないだろうか。レ

ファレンスの基本として、人的サービスである

ことをまず認識し、利用者にとって何が必要か

を正確につかみ、図書館にしかできないサービ

スを提供する、またそのための仕掛けづくりを

行う実践例は病院図普館でも必要なことではな

いかと思えた。利用者が知らないことのベスト

5が紹介されたが、これは全く同じで、図諜館

担当者であることの専門性を発揮できる場面に

なると考える。妓近はインターネットで情報を

入手するのが当たり前のように行われているが、

医学・看護研究、あるいは実践の場においては、

文献検索を正しく行えるかどうかで得られる結

果が変わってくる。利用者と向かい合うことで、

より良いサービスができることを我々も行って

いく必要があろう。調査事例もたくさん紹介し

ていただいた。

文献の世界はｗｅｂだけでは対応できないこと、

図書館員は文献世界の専門家としての知識とス

キルで利用者を「保助し指導する」ことができ

ること、レファレンスは文献を求める利用者に

とっての利益を提供し図譜館への信頼を高める

役割を果たしていることというまとめは、我々

もスキルアップをし、必要とされる図書館員を

目指すことの大切さを考える上で示唆に富むも

のであった。

２席目ではＰｕｂＭｅｄを使いこなすための誰

－２０８－



義・演習を受けた。ＰｕｂＭｅｄの概要と基本的な

使い方について順を追って紹介していただいた。

担当者が実際に代行検索を行っているところは

あまりないと思うが、文献の入手にあたっての

確認には必要なスキルである。また、利用者へ

の検索方法の指導を行う場面も想定できるので、

PubMedを使いこなせるようになりたいという

担当者が多いことと思う。今回は演習の時間が

十分とはいえなかったので、また機会を作って

研修の場を持ちたい。
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最後にグループワークディスカッションを

行った。４班に分かれそれぞれ活発な意見交換

が行われた。プレゼンテーションでは当協議会

での協力活動についての提案、また期待するこ

となどが発表された。研修部としては大きな励

ましの言葉をいただいた思いである。いろいろ

いただいたご意見を参考に次年度の研修活動を

行っていきたい。

(文責：林伴子／社会保険神戸中央病院）
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